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ストーマケアや傷・褥瘡（じょくそう）などの相談にのります！ストーマケアや傷・褥瘡（じょくそう）などの相談にのります！
当院では人工肛門や褥瘡（じょくそう）・

傷などのケアに関する相談を受ける「スキ

ンケア外来」という専門外来を設置してい

ます。そして、ＷＯＣ看護認定看護師とい

う人工肛門のケアやいろいろな傷のケアに

専門的に関わる看護師もおります。

自分で体の向きを変えることや歩くこと

が出来ず寝ていることが多くなる、また栄

養も十分でない状態になると、褥瘡（じょ

くそう）が発生しやすくなります。現在は

介護保険制度により自宅でも褥瘡（じょく

そう）ができないよう、やわらかいマット

を借りることが出来るようになりました。

さらに当院では、寝具の工夫や体位の交換、

食事メニューの考慮などを行うことによっ

て、入院中の患者さまにも褥瘡（じょくそ

う）をつくらないよう、病院全体で取り組

んでいます。

また、人工肛門の方へは皮膚のかぶれや

日常生活の悩みなどの相談に応じています。

人工肛門や褥瘡

（じょくそう）・傷

などでお困りの方

は、是非相談にお

越し下さい。

● スキンケア外来 ●

毎週水・木曜日 午後〜完全予約制

外科外来 052−652−5511（内線：261）

当院には現在糖尿病患者さまの日常生活の

相談に応じるスタッフが13名勤務していま

す。私たちは糖尿病患

者さまが日々の療養生

活の中で困った点にア

ドバイスできるように

努めています。食事、

インスリン注射、血糖

測定の事などお困りに

なっていることがあり

ましたら、まずはお気

軽に糖尿病センターに

ご相談下さい。

● 糖尿病センター ●

TEL 052-652-5511（内線：511）

＊ 糖尿病センターについて ＊


